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令和３年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【バイオテクノロジーで庭の草花を増殖させよう】 
日 時: 令和 3年 11 月 29 日（月）午前 10時 50分～午後 2時 30分 

受講者数: 13名 

会 場：淡路緑景観キャンパス 

講 師: 札埜高志 
 

研究設備が整った施設だけではなく家庭でもバイオテクノロジーを活用できる時代になりました。本

講座では、近年開発された植物組織培養キットを使用して園芸植物の微細繁殖を体験していただきまし

た。バイオテクノロジーを家庭園芸に取り入れることによって、タネ取りや挿し木が難しく増殖を諦め

ていた草花や樹木、観葉植物を増やすことができるようになるかもしれません｡ 

受講者の皆様がご自宅で植物の組織培養ができるキットを利用して園芸植物の微細繁殖を体験して

いただきました。まず、植物の再生、一般的な植物組織培養の工程、植物ホルモン、植物ウイルス、農

業分野での植物組織培養の利用、最近考案されたオートクレーブレス・クリーンベンチレスの新しい植

物組織培養について概説しました（左下写真）。続いて、本講座で使用する植物組織培養キットの内容

とその使い方を解説しました。実習では、シランの種まき用の培地づくり、シランの種まき、シランの

継代、レックス・ベゴニアの葉の滅菌処理とその葉片培養、カーネーションの茎頂の顕微鏡観察と茎頂

培養を行いました（右下写真）。実習終了後、本講座で培養した植物のご自宅での取り扱い方、成長し

た培養個体の植え替え方、培養キットの入手方法などを説明しました。なお、本講座の参加者は全員マ

スクを着用していただき、適宜アルコール消毒を行いました。また、教室は三密にならないように定員

200 名のホールを利用して配席に配慮し、常時換気を行いました｡ 

  

 


